
「やる気いっぱい えがおいっぱい 大正小」 2月号 

 

令和 5 年 1 月 31 日 

横浜市立大正小学校 

 

 

 

 

聞こえるよ  春の足音  すぐそこに 
 

副校長  小山内  和正 
 

立春を間近に、寒さがいよいよ極まってまいりました。保護者の皆様・地域の皆様には、日頃

より本校の教育活動へ温かいご理解とご協力をいただき、心よりお礼申し上げます。 

また、学援隊の皆様や学援隊スクールパトロールとして活動してくださっている各学年の保護

者の皆様には、朝夕の子どもたちの安全な登下校への見守り活動へのご協力に感謝申し上げ

ます。お陰様で子どもたちは、安全に登下校ができています。今後とも、どうかよろしくお願い申し

上げます。 

 

  さて、「冬来たりなば 春遠からじ」と昔から言われます。イギリスのある詩人の詩の一節に基づ

く言葉のようです。「長く厳しい冬に耐えてこそ温かな春が訪れる。」と言う意味から「つらい時期

を耐え抜けば、幸せな時期は必ず来る。」という例えとしても、古くから耳にする言葉です。 

確かにそれはそうなのかも知れませんし、特に日本では、冬ならではの趣と情緒・風情があるこ

とも十分承知をしてはいるのですが、実は私は、少し前まで冬の寒さが極めて苦手でした。冬にな

ると、子どもの頃通っていた町道場（柔道）の寒稽古を思い出すのです。畳が痛く感じるほど冷た

くて、受け身をするのもひどく難儀したことを、今でも覚えています。生来の寒さへの苦手意識に加

え、そうした思い出も相まって、私は冬が苦手だったのです。 

ところがある年、身をもって冬の尊さを実感する出来事がありました。それは「苺」です。春先に

友人に誘われて、気軽に出かけた苺狩りでしたが、ビニルハウスの中に立ち込めるさわやかで甘

い苺の香りに魅せられ、どうしても自分で苺を栽培してみたくなったのです。秋に苗を手に入れ、

土と肥料を整え、我流ではありましたが、冬の寒さに晒されないよう、手作りで小さなビニルハウ

スまで作り、毎日せっせと世話をしました。ところが、何故か全て枯れてしまったのです。 

再び苺狩りに出かけた折に、農家の方にその話をすると「春に花を咲かせるためには、冬の寒

さを認識させることが大切。」だと言うのです。冬の寒さの中でしっかりと休眠することで、春先に

丈夫な花芽がつき、よい苺が育つのだそうです。調べてみると、越冬することが花や実をつける条

件となる植物や野菜は他にもたくさんあり、そうした植物にとっては、冬はなくてはならない季節な

のだと知りました。温かい環境にしていれば植物はよく育つだろう、と勝手に思い込んでいた自身

の無知さを恥じ入るとともに、「冬」という季節の尊さと、自然の営みの偉大さを実感させられた

出来事でした。そうした経験から、冬に対する自身の気持ちに変化が起こり、「冬来たりなば  春

遠からじ」という言葉が、前にも増して、より素敵に響くようになりました。 
 

春はもう、すぐそこまで来ています。 
 

今後とも、保護者の皆様・地域の皆様の教育活動への 

ご支援・ご協力の程、よろしくお願い申し上げます。 

 電話:045-851-0755 FAX:045-851-2093 

ホームページ https://www.edu.city.yokohama.lg.jp/school/es/taisho/ 



  

 ご協力いただいた保護者アンケート、並びに児童アンケートの集約ができましたので、お知らせいたします。なお、この結

果は職員一同厳粛に受け止め、今後の学校経営や学級経営に生かしていく所存です。ご協力ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

学校評価～アンケートの集計結果について～ 
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１ 子ども(あなたのお子さん・以下同様)は、大正小学校の

学校生活を楽しんでいます。

２ 子どもは、学習や活動の課題に粘り強く取り組み、自身

のよいところを伸ばそうとしています。

３ 子どもは、友達と助け合ったり認め合ったりしながら、思

いやりの心を育んでいます。

４ 子どもは、すすんで挨拶をしたり健康に留意したりしな

がら、気持ちよく学校生活を送っています。

５ 学校は、わかりやすい授業と適切・公平な評価に努め

ています。

６ 学校は、子どもの心に寄り添いながら、指導・支援・助

言に努めています。

７ 学校は、子どもの成長をともに分かり合う姿勢で、保護

者に子どものことをお伝えしています。

８ 学校は、子どもにとって安心・安全な教育活動のため

の環境整備に努めています。

９ 学校は、保護者・地域と連携するために、丁寧な連絡

や情報発信(電話・メール配信・各種お知らせの発行等)に

努めています。

１０ わたし（保護者として・以下同様）は、子どもの学校の

様子の話に耳を傾け、励まし認めようとしています。

１１ わたしは、学校行事や授業参観・懇談会、PTA活動や

ボランティア等の教育活動へ参加しようと努めています。

１２ わたしは、学校への相談や意見があったとき、担任や

学校に伝えるようにしています。

保護者アンケート集計結果
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保護者・児童アンケートで「学校は、楽しいですか。」という質問に対して９０％近くの良い回答が得られています。また、

「分かりやすい授業」という質問に対しても、９０％近い良い回答が得られていました。その反面、「すすんで学習しています

か。粘り強く取り組めているか。」という回答は、昨年度のアンケートよりも下回る結果になりました。本校では、「できる・

わかる喜びを味わい、進んで学び合う子の育成」をテーマに授業研究を進めています。今後も、児童にとって分かりやすい授

業に努めていきながら、さらに、児童が主体的に学べる授業を目指していきたいと考えています。 
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[1]学校は楽しいですか。

[2]すすんで学習していますか。

[3]友達とたすけ合ったり、協力し合ったりしながら活動して

いますか。

[4]感染症予防のために、すすんでうがい、手洗い、マスク

をするようにしていますか。

[5]なかふれ活動は、みんなとなかよく力を合わせて活動し

ていますか。

[6]そうじを一生けん命していますか。

[7]係活動を一生けん命していますか。

[8]休み時間は、楽しいですか。

[9]友達にやさしくしていますか。

[10]学校や学級のきまりをまもっていますか。

[11]読書がすきですか。

[12]あいさつをよくしていますか。

[13]学校での勉強は、よくわかりますか。

[14]勉強でわからないことがあったら、先生に質問していま

すか。

[15]困ったことがあったら、先生に相談していますか。

児童アンケート集計結果
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